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第１回新居浜市コミュニティ・スクール推進協議会概要 

 

日 程  令和２年１１月２４日（火）１８：３０～２０：００ 

会 場  新居浜市役所 ５階 大会議室 

出席者  山下和之委員外２０人、事務局職員５人 

傍聴者  なし 

 

１ 教育委員会教育長挨拶 

  子供たちや学校の抱える課題の解決、未来を担う子供たちの豊かな成長のためには、社

会総がかりで取り組む教育の推進が不可欠です。今後とも学校運営に地域の皆さま方の

声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある「地域とともにある学校づくり」を進

めていきたいと考えております。委員の皆さま方のご意見、西村先生のご助言を賜りなが

ら本市のコミュニティ・スクールは一層推進できるようにと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 

２ アドバイザー挨拶 

  宇和島市から参りました西村久仁夫と申します。昨年３月に宇和島市立吉田中学校を

退職し、現在一般社団法人コミスクえひめの代表と CSマイスターをしております。学校

と地域をつなぐための活動としてコミスクえひめを設立しました。コミュニティ・スクー

ルのありがたさを実際に現場で感じ、新居浜市の今までの取組や吉田中学校での取組の

良さを愛媛県そして全国に発信できたらと思っております。また、１１月５日に文部科学

省の「地域とともにある学校づくり推進フォーラム 愛媛大会」を開催いたしました。そ

の中で泉川小学校の髙橋校長先生に発表していただき、全国から好評の声をいただいて

おりますのでご紹介させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 会長、副会長選出 

  委員の互選により会長を井川昭二委員（垣生小学校学校運営協議会）、副会長を篠原茂

委員（泉川中学校区学校運営協議会）に決定 

 

４ 各運営協議会の取組と課題の共有 

  ＜学校運営協議会の主な議題＞ 

  ・教育計画 

  ・行事予定の説明、実施報告 

  ・学校支援の方策 

  ・学校評価及び改善方法 

  ・情報交換 
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  ・CS の活動計画 

  ・CS 教育活動ガイドラインの審議 

  ＜課題＞ 

  ・地域コーディネーターの発掘、配置等 

  ・学校支援ボランティア（後継者問題、固定化、人材バンク） 

  ・学校運営協議会の運営（時間の確保、話し合い、実施主体） 

  ・コミュニティ・スクール単独の予算配置 

  ・複数校での交流事業 

  ・各校区の抱える課題（校区外への流出、学校との距離等） 

  ・先進地研修 

  ・教育委員会の学校運営協議会の参加 

・地域連携担当教員 

  ・SDGｓ達成のための ESD 活動 

  ・新型コロナウイルス感染症関係 

 

５ アドバイザーからのアドバイス 

  新居浜市は愛媛県のコミュニティ・スクールのトップランナーであり、トップリーダー

である意識をお持ちいただきたいと思います。小さい学校だからできるという意識の中

で新居浜市が小中学校全部でコミュニティ・スクールにしたことは大きな関心を持って

受け入れられていました。その中でトップランナーだからこそ出てきた課題として、校長

の退職、転勤とともに理念の継承ができているのか、スタート時の意識はどのように持続

可能にしていくのか、校長や教員が変わっても続けていく仕組みはどうするのか等があ

ります。そこを各運営協議会でどうしていくか意識していただく必要性を感じました。も

う一つ、会議を重ねるとマンネリ化し、形骸化しています。様々な課題が発生した時に大

きな力となるのがコミュニティ・スクールです。コミュニティ・スクールはスタート時の

「信頼される学校づくり」から変遷し、「地域とともにある学校づくり」という概念が今

年から入ってきました。そこの視点での話し合いが必要です。持続可能にするために、で

きるものができることをするという基本原則を頭に置いておいてください。それぞれの

運営協議会で学校とどう関わっていくか、学校運営をどうしていくか、今の教育の方向性

をお伝え出来たらなと思っています。 

 

６ 今後の協議事項について 

  まず、研修の実施についてコーディネーター養成研修や学校や公民館にコーディネー

ターを配置している県内の市町村をお伺いし、お話を聞く研修を実施したいと考えてお

ります。また、「地域とともにある学校づくり」推進フォーラムはぜひご覧いただきたい

と思います。それから各運営協議会の課題について次回以降協議を進めていきたいと思
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います。 

 

７ アドバイザー講評 

  コミュニティ・スクールは子供たちのためにあり、どのように進めていくかというとき

は中心に新居浜の子供たちがいます。教員、家庭、地域が役割分担しながら子供たちの幸

せのためにあるのがコミュニティ・スクールという制度です。コミュニティ・スクールで

は教育という土俵の上での話し合いが必要で、トップリーダーである新居浜市の取組を

愛媛県内、全国に発信していけたらと思っています。この推進協議会での話し合いを各学

校運営協議会へ持ち帰っていただいて、充実していただくといいなと思います。 


